






造園科学科のカリキュラム、研究室の構成は、環境計画・設計分野、ランドスケープ資源・植物
分野、景観建設・技術分野の3つの分野から構成されています。

造園科学科では、造園技術者の育成のため、学年ごとに専門分野の科目を実習・演習と並行して行うこ
とで、専門分野を体系的に学ぶ教育を実施しています。1、2年生では、造園に使う植物材料の知識を深
める造園植物基礎演習、製図の基礎を学ぶ環境デザイン基礎演習、測量技術を学ぶ測量実習などを
行います。3年次以降は、造園計画の構想からプレゼンテーションまでを学ぶ造園計画設計演習や、
実務や研究の領域での専門性を高めるための専門特化演習を行います。
グリーンインフラや地域再生計画、最新の緑化技術や測量技術、伝統的な庭園技術にいたるまで、環境保
全に取り組む上で必要となるエンジニアリング系の講義・演習に力を入れたカリキュラムが特徴です。

学びのステップ

1年次 専門基礎
実習・演習で実学の基礎
を学びます。

2年次 専門基礎

幅広い科目から、自分の
興味・関心を見つけていき

3年次 研究・進路選択
研究室に所属し、専門分野の研究を
始めます。

4年次 卒業研究

研究の集大成となる卒業論文をまとめ
ます。
調査や文献収集、実験、分析、評価を繰り返しながら、
データや情報を整理。自分なり考察と結論を導き卒業
論文としてまとめます。

【博士前期課程・博士後期課程】 

大学院 専門研究

就職

3・4年次の研究を深化・発展させ
ます。
専門内容をさらに深化させ、独創的な研究を遂行
できる能力を培い、高度な研究者、専門家として
の総合力を確立していきます。研究成果を関係学
会などで積極的に発表します。また、大学院進学
により更に専門性の高い職種への就職の可能性
も広がります。
大学院奨学金制度も充実しています。
国内外で開催されるランドスケープデザイン
ワークショップへ参加することもあります。

ルクセンブルクでの
ワークショップ

専門性の高い知識と技術を活かせる就職先で、多くの卒業生が活躍していま
す。就職先も知名度の高い企業、業界で第一線の企業、無名でもユニークな企
業など進路として幅の広い選択肢があります。

公務員（国、都道府県庁、市町村） / 土木・建築・設計 / ランドスケープ・都市計画
コンサルタント / インフラ / 緑化・造園建設 / 団体・教員 / その他

3年次から全員が研究者
就職活動スタート

研究室見学 研究室情報収集 研究室決定

研究活動開始 調査・文献収集、実験・分析

卒業論文・制作

卒業論文・制作発表会

造園空間でよく利用される200種程度の植物を見分けられ
るようにする〈1年前期：造園植物基礎演習〉

製図の技術を学び、修得する
〈1年後期：環境デザイン基礎演習〉

計画立案からデザイン、設計、プレゼンテーションまでを
行う〈3年前期：造園計画設計演習〉

1～2年までの基礎科目をベースに専門性を高めるための
選択性の演習〈4年前期：専門特化演習（二）・環境デザイン、
エンジニアリング、植栽基盤〉

1～2年までの基礎科目をベースに専門性を高めるための
選択性の演習〈3年後期：専門特化演習（一）・植物学、地域再
生、伝統技法〉

配植、剪定、樹木の形態測定などを通じて、植栽学の基礎を
学ぶ〈2年後期：造園植物・植栽演習〉

座学で学んだ内容をフィールド（野外空間）において修得す
る〈2年前期：測量実習〉

JABEE 造園科学コース選択
◆JABEE（Japan Accreditation Board for 
　Engineering Education）
　　日本技術者教育認定機構
　　・JABEE 認定プログラムを修了した者は、 
　　　技術士の第一次試験が免除されます。
　　・JABEE 認定は、技術士試験合格への近道
　　　となります。

特別教育プログラム
◆公務員セミナー・試験対策
　講座
◆造園系業界研究会

●取得できる資格
所定科目の単位を履修または、卒業することにより、様々な資格の取得や受験まで
の実務経験年数を短縮させることができます。
・測量士補・樹木医補・自然再生士補
・技術士補・RLA（登録ランドスケープアーキテクト）補

●特別教育プログラム
特定の目的をもつ学生のための特別教育プログラム
を設けています。公務員を志望する学生を支援する
プログラムなども充実しています。
・公務員セミナー・試験対策講座
・造園系業界研究会
・造園伝統技術の継承（竹垣制作研修など）

竹垣制作研修

研究成果のポスター
発表
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　二次的自然における
　ネイチャーポジティブに
　関する研究
農業生態系や都市生態系など、人間の営みの中で形成・維
持されてきた自然環境は「二次的自然」と呼ばれます。農
地、公園、緑地などには、人間と共生する過程で育まれた豊
かな生物多様性が存在しています。私たちの研究では、野
外調査および室内実験を通じて二次的自然の評価・解析を
行い、その成り立ちや適切な管理手法を明らかにすること
で、生物多様性の保全に貢献することを目的としています。
また、得られた知見を可視化し、農作物のブランディングや
地域振興へ活用することで、持続可能な社会の構築に貢献
します。

02

　造園地被植物の生育特性の解明と
　希少植物の保全に関する研究
都市環境は光条件、水分条件、土壌条件など、植物にとって健全な生育
が困難な環境であることが多いです。また、都市化（緑地の孤立化や管
理放棄）が原因で個体数や開花数が減少している野草も存在します。
主として草本植物を対象に、植物生理に係る植物体内の栄養分析やイ
オン分析、植物生態に係る光合成や蒸散など生育環境要因との関係性
を検証し、都市緑地の造成・維持管理、希少植物の保全に役立てる研究
を行っています。

03

自然共生サイトに認定された城の平ヴィンヤード
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最近の造園科学科・大学院
造園学専攻の就職状況

2024年～2026年卒業 
産業別就職状況（学部）

2024年～2026年修了
産業別就職状況（大学院博士前期課程・後期課程）

大学院修了者は公務員、建設・造園コンサルタントへの
就職が多いのが特徴です。

主な就職先

　公務員（国、都道府県庁、市町村）
国土交通省、林野庁、水産庁、福島県庁、茨城県庁、埼玉県
庁、東京都庁、神奈川県庁、石川県庁、福井県庁、山梨県庁、
長野県庁、京都府庁、札幌市、仙台市、川越市、川口市、滑川
町、千葉市、船橋市、港区、江東区、大田区、世田谷区、練馬
区、足立区、葛飾区、横浜市、川崎市、相模原市、鎌倉市、藤
沢市、金沢市、浜松市、下田市、神戸市、熊本市、那覇市

　土木・建築・設計
竹中工務店、大成建設設計本部、東急建設、三菱地所設計、
日本体育施設、高野ランドスケーププランニング、環境デザ
イン研究所、STGKInc.、E-DESIGN、スタジオテラ、翔設
計、文化財保存計画協会、旭化成ホームズコンストラクショ
ン、谷原建設、三井不動産ファシリティーズ、物林、桝井淳介
デザインスタジオ、日本設計

　ランドスケープ・都市計画コンサルタント
日本工営、いであ、パスコ、昭和、プレック研究所、オオバ、建
設環境研究所、URリンケージ、アーバンデザインコンサルタ
ント、アジア航測、東日本総合計画、美創プランニング、プラ
ンニングネットワーク、月島環境エンジニアリング

　インフラ
京成電鉄、東日本旅客鉄道、東京地下鉄、中央高速道路
（NEXCO中日本）、ネクスコ東日本エンジニアリング、日本
道路、前田道路、地崎道路、エンジニアリング東京、大成ロ
テック、鹿島道路、東海旅客鉄道

　緑化・造園建設
日比谷花壇、日比谷アメニス、第一園芸、住友林業緑化、西
武造園、富士植木、箱根植木、内山緑地建設、東武緑地、東
光園緑化、植芳造園、岩城、木村植物園、グリーンアンドアー
ツ、紫水園、グリーンワイズ、アゴラ造園、植彌加藤造園、斉
藤造園、中新造園、阪神園芸、ユー花園、ユニバーサル園芸
社、相武造園土木、田中造園、東急グリーンシステム、石勝
エクステリア、大進緑建、江蘇昀嶸建設、露地

　団体・教員
愛知県立稲沢高等学校、岐阜農林高等学校、長野県須坂創
成高等学校、昭和大学、全国農業協同組合連合会（ＪＡ全
農）、ＪＡ全農ミートフーズ、樹木・環境ネットワーク協会、国立
成育医療研究センター、都市緑化機構、東京水道、都市再生
機構

　その他
ＪＴＢ、ＵＲコミュニティ、中電不動産、ＮＴＴデータ・アイ、ＦＪネ
クストホールディングス、東急コミュニティ　等

建設業
（土木・造園・設備・住宅等）

33%

建設業
（土木・造園・設備・住宅等）

35%

運輸・通信業
13%

製造業  3%

農業 2%

その他 2%
不動産業 2%

学校教育
（中学・高校・専門学校等） 1%

建設・造園コンサルタント
7%

運輸・通信業
5%

国家公務員
地方公務員
25%

公務員 
地方公務員
17%

卸売業 6%

小売業 5%

その他のサービス業
（その他）

4%

その他の
サービス業
（その他）

13%

その他サービス業
 (情報サービス) 2%

複合サービス(協同組合・郵便局等)  1%

建設・造園
コンサルタント

21%

卸売業 4%



最近の造園科学科・大学院
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2024年～2026年卒業 
産業別就職状況（学部）

2024年～2026年修了
産業別就職状況（大学院博士前期課程・後期課程）

大学院修了者は公務員、建設・造園コンサルタントへの
就職が多いのが特徴です。

主な就職先
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国土交通省、林野庁、水産庁、福島県庁、茨城県庁、埼玉県
庁、東京都庁、神奈川県庁、石川県庁、福井県庁、山梨県庁、
長野県庁、京都府庁、札幌市、仙台市、川越市、川口市、滑川
町、千葉市、船橋市、港区、江東区、大田区、世田谷区、練馬
区、足立区、葛飾区、横浜市、川崎市、相模原市、鎌倉市、藤
沢市、金沢市、浜松市、下田市、神戸市、熊本市、那覇市

　土木・建築・設計
竹中工務店、大成建設設計本部、東急建設、三菱地所設計、
日本体育施設、高野ランドスケーププランニング、環境デザ
イン研究所、STGKInc.、E-DESIGN、スタジオテラ、翔設
計、文化財保存計画協会、旭化成ホームズコンストラクショ
ン、谷原建設、三井不動産ファシリティーズ、物林、桝井淳介
デザインスタジオ、日本設計

　ランドスケープ・都市計画コンサルタント
日本工営、いであ、パスコ、昭和、プレック研究所、オオバ、建
設環境研究所、URリンケージ、アーバンデザインコンサルタ
ント、アジア航測、東日本総合計画、美創プランニング、プラ
ンニングネットワーク、月島環境エンジニアリング

　インフラ
京成電鉄、東日本旅客鉄道、東京地下鉄、中央高速道路
（NEXCO中日本）、ネクスコ東日本エンジニアリング、日本
道路、前田道路、地崎道路、エンジニアリング東京、大成ロ
テック、鹿島道路、東海旅客鉄道

　緑化・造園建設
日比谷花壇、日比谷アメニス、第一園芸、住友林業緑化、西
武造園、富士植木、箱根植木、内山緑地建設、東武緑地、東
光園緑化、植芳造園、岩城、木村植物園、グリーンアンドアー
ツ、紫水園、グリーンワイズ、アゴラ造園、植彌加藤造園、斉
藤造園、中新造園、阪神園芸、ユー花園、ユニバーサル園芸
社、相武造園土木、田中造園、東急グリーンシステム、石勝
エクステリア、大進緑建、江蘇昀嶸建設、露地

　団体・教員
愛知県立稲沢高等学校、岐阜農林高等学校、長野県須坂創
成高等学校、昭和大学、全国農業協同組合連合会（ＪＡ全
農）、ＪＡ全農ミートフーズ、樹木・環境ネットワーク協会、国立
成育医療研究センター、都市緑化機構、東京水道、都市再生
機構

　その他
ＪＴＢ、ＵＲコミュニティ、中電不動産、ＮＴＴデータ・アイ、ＦＪネ
クストホールディングス、東急コミュニティ　等

建設業
（土木・造園・設備・住宅等）

33%

建設業
（土木・造園・設備・住宅等）

35%

運輸・通信業
13%

製造業  3%

農業 2%

その他 2%
不動産業 2%

学校教育
（中学・高校・専門学校等） 1%

建設・造園コンサルタント
7%

運輸・通信業
5%

国家公務員
地方公務員
25%

公務員 
地方公務員
17%

卸売業 6%

小売業 5%

その他のサービス業
（その他）

4%

その他の
サービス業
（その他）

13%

その他サービス業
 (情報サービス) 2%

複合サービス(協同組合・郵便局等)  1%

建設・造園
コンサルタント

21%

卸売業 4%




